
明
治
五
年
の
「
娼
妓
解
放
令
」
公
布
以
降
に
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
は
、
そ
の
成
立
過
程
か
ら
ョ
－
ロ

ッ
パ
の
「
規
制
主
義
」
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
規
制
主
義
」
の
主
た
る
方
法
で
あ
る
「
検
徽
制
度
」
を
明
治
日

本
に
も
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
売
買
春
の
近
代
的
制
度
化
と
近

代
的
統
制
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

幕
末
か
ら
明
治
五
年
に
か
け
て
日
本
各
地
で
検
徽
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
松
本
良
順
の
『
藺
曉
自
伝
」
を
は
じ
め
諸
記
録
に

残
さ
れ
て
い
る
が
、
「
検
徽
制
度
」
の
導
入
が
ど
の
よ
う
な
経
過
で

な
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
は
、
未
だ
不
明
で
あ
る
。
ま
た
日
本
で
の

「
検
徽
制
度
」
と
「
伝
染
病
予
防
法
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い

る
の
は
、
管
見
で
は
古
賀
十
二
郎
の
『
西
洋
書
術
傳
来
史
」
の
み

で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
日
本
に
於
け
る
「
検
徽
制
度
」
の
導
入
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近
代
検
徽
制
度
の
導
入
と
英
国

「
伝
染
病
予
防
法
」
ｌ
外
務
省
資
料
・

英
国
国
立
公
文
書
館
資
料
を
中
心
に
Ｉ

大

川

帝
国
菫
《

過
程
を
英
国
の
「
伝
染
病
予
防
法
９
口
国
四
○
吊
目
陥
尉
＄
印
①
‐

ぐ
①
貝
ざ
ご
シ
９
ｍ
」
と
の
関
連
で
見
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
端
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

英
国
の
「
伝
染
病
予
防
法
９
口
国
哩
○
尻
目
開
閉
閉
卑
ｇ
ｇ
‐

庁
ざ
ご
シ
ｇ
巴
は
一
八
六
四
年
、
性
病
の
伝
染
予
防
の
た
め
制
定
さ

れ
、
軍
港
・
軍
事
基
地
所
在
地
に
適
用
さ
れ
た
。
警
察
官
が
売
春

婦
と
見
な
し
た
女
性
に
は
強
制
的
に
検
診
を
受
け
さ
せ
る
と
い
う

内
容
で
、
こ
の
法
令
が
制
定
さ
れ
る
と
女
性
の
人
権
擁
護
の
立
場

か
ら
全
国
的
な
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
Ⅱ
バ

ト
ラ
ー
を
中
心
と
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
の
運
動
の
結
果
、
こ

の
法
令
は
一
八
八
六
年
に
英
国
国
内
で
は
廃
止
さ
れ
る
。
し
か
し

本
国
で
の
廃
止
後
も
世
界
各
地
の
植
民
地
及
び
海
軍
駐
屯
地
で
は

実
施
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

外
務
省
関
係
資
料
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
十
月
二
日
の
「
娼
妓

解
放
令
」
公
布
直
後
の
十
月
十
日
、
英
国
代
理
公
使
ワ
ト
ソ
ン
は

副
島
外
務
卿
宛
の
公
文
書
で
「
解
放
令
」
公
布
に
よ
る
梅
毒
蔓
延

を
懸
念
し
、
香
港
政
庁
に
お
け
る
検
徽
規
則
を
添
付
し
て
い
る
。

英
国
公
使
館
は
幕
末
以
来
横
浜
吉
原
病
院
で
検
徽
を
実
施
し
て
き

た
が
、
「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
そ
れ
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
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た
の
で
あ
る
。
そ
の
行
動
の
背
景
に
は
本
国
の
「
伝
染
病
予
防
法
」

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
明
治
初
年
か
ら
海
軍
軍
医
ニ
ュ
ー
ト
ン
に

よ
る
明
治
政
府
へ
の
梅
毒
病
院
設
立
の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
長
崎
客
死
以
後
も
本
国
よ
り
海
軍

軍
医
が
派
遣
さ
れ
続
け
明
治
政
府
へ
の
働
き
か
け
も
行
わ
れ
、
明

治
九
年
四
月
五
日
検
徽
施
行
の
内
務
省
令
布
達
が
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
直
後
の
七
月
二
十
二
日
、
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
は

寺
島
外
務
卿
と
の
応
接
の
際
、
梅
毒
病
院
運
営
の
た
め
の
資
料
と

し
て
英
国
の
「
伝
染
病
予
防
法
」
の
実
益
に
つ
い
て
の
具
体
的
効

果
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
横
浜
・
兵
庫
・
長
崎
の
各
梅
毒
病
院
建
設
と
そ

の
管
轄
に
つ
い
て
の
交
渉
が
続
け
ら
れ
、
国
権
に
関
す
る
外
交
問

題
と
し
て
明
治
十
四
年
に
は
森
有
礼
駐
英
公
使
に
よ
る
英
国
外
務

省
と
の
交
渉
が
展
開
さ
れ
、
日
本
へ
の
管
轄
権
の
移
管
が
行
わ
れ

る
。
そ
し
て
明
治
十
九
年
に
は
内
務
省
管
轄
に
よ
る
梅
毒
検
査
表

の
作
成
が
各
府
県
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

英
国
国
立
公
文
書
館
の
海
軍
関
係
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
八
六
四

年
の
「
伝
染
病
予
防
法
」
成
立
以
来
、
一
八
八
六
年
の
国
内
で
の

廃
止
後
も
二
○
世
紀
に
至
る
ま
で
、
海
軍
関
係
資
料
に
「
伝
染
病

予
防
法
」
の
項
目
が
あ
り
へ
世
界
各
地
の
状
況
報
告
が
集
約
さ
れ

て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
Ⅱ
ウ
ィ
リ
ス
の
梅
毒
に
関
す
る
報
告
も
こ

の
線
に
沿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
等
海
軍
軍

医
に
よ
る
具
体
的
報
告
も
多
数
見
ら
れ
、
明
治
五
年
の
「
娼
妓
解

放
令
」
に
関
す
る
報
告
も
あ
る
。
近
代
国
家
の
構
成
要
素
た
る
近

代
的
軍
隊
維
持
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
英
国
の
「
伝
染
病
予
防
法
」

は
、
法
令
そ
の
も
の
は
明
治
政
府
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
検
徽
制
度
」
と
い
う
形
で
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る

ョ
－
ロ
ッ
パ
の
「
規
制
主
義
」
が
導
入
さ
れ
、
近
代
日
本
の
公
娼

制
度
が
成
立
・
統
制
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
国

力
・
軍
隊
・
教
育
・
人
口
・
衛
生
・
家
族
と
い
っ
た
近
代
化
の
た

め
の
装
置
を
支
え
る
構
成
要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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